京都型農林業プロジェクト委員会「農業部会」（平成23年度）
～中山間農業地域（右京区京北）における農産物の生産拡大と商品化について～
１　趣旨・目的
　中山間農業地域（右京区京北）を対象に，6次産業化や農商工連携の観点から，地域農産物の生産拡大と商品化について検討し，具体的な取組を提言することによって，地域の振興・活性化に資する。
２　京北地域の農業の現状と課題

　１）現状
　　　・総面積の93％が森林
　　　・過疎化，高齢化の進行
　　　　　人口の推移10,194人（S35）→7,312人（S55）→6,257人（H17）

　　　・農林業が基幹産業

　　　・水稲が中心，こかぶ・みず菜・大豆・新京野菜(京唐菜・京ﾗﾌﾗﾝ)にも取り組む
　　　・「まごころ味噌」「納豆餅」などの加工品生産

　２）課題

　　　・経営として成り立つ個別農業者の拡大・創出
　　　・儲かる営農組織等の体制確立
　　　・農業・農村の担い手の確保・育成
　３）強み

　　　・㈶きょうと京北ふるさと公社による地域振興に向けた事業展開
　　　・道の駅「ウッディー京北」での直売
　　　・常照皇寺や山国隊などの歴史的文化遺産
３　検討経過

　○平成23年10月14日　第1回農業部会

　　　・意見交換とワークショップ
　　　・京のこだわり旬野菜直売所（ゼスト御池　寺町広場）見学

　○平成24年1月27日 　第3回農業部会

　　　・話題提供

　　　　　「地域農業活性化の取組について」

　　　　　　　　　　　　　　京都大原土地改良区　理事長　宮﨑良三氏

　　　　　「地域資源を生かした観光の取組について」

　　　　　　　　　　　　　　株式会社　庵　代表取締役　梶浦秀樹氏

　　　・1，2回目のワークショップ結果の補足的意見交換と取りまとめ

４　検討結果

　ワークショップ等により出された意見を「生産振興」「加工と商品化」「特産品の販売」「都市と農村の交流」の４つに区分けし，それぞれを「課題」と「提案」という形に取りまとめた（別紙参照）。
５　まとめ

　京北地域は古くからの林業地域であり，農業に関してはもっぱら水稲を中心に栽培されてきたが，近年，こかぶ・みず菜・大豆や新京野菜などにも取り組まれるようになった。この地域における今後の農産物の生産拡大と商品化を考える上で，今ある農産物の重点化と加工品への工夫が重要であると考える。生産拡大については，黒大豆がブランド品として有望であり，ベテラン農家が始めるのは困難かもしれないが，技術習得が可能な若い担い手等に働きかけることで普及できるのではないか。
ただ，単一作物だけを作るスタイルに憧れを持たない若い担い手もおり，小規模農家による少量多品目生産も選択肢としては残す必要はあろう。
　加工・商品化に関しては，マーケティングとともに，商品開発のための加工施設の確保が重要であるが，京北にはいくつかの加工施設があり，すでに「まごころ味噌」など商品化された事例がある。今後は新たな担い手やグループが，商品開発のために利用できる加工施設の確保が望まれる。また，加工品の製造開発が農家でできないのであれば，業者への委託を考えてもいいのではないか。
　販売に関しては，地域内にある，道の駅「ウッディー京北」を直売施設として最大限に活用するとともに，京都市街地での京北のアンテナショップの設置や，レストラン，カフェ，ＮＰＯとの協働も販売促進に有効と思われる。また，加工品に関しては流通業者への販売も考えられよう。京北には，常照皇寺や山国隊などの優れた観光資源があり，これらを活用したアグリツーリズムや農山村体験行事などを実施することで，京北農業のＰＲが図られ販売促進に繋がると思われる。
　こうした取組を進めるには，危機感を持って地域づくりに取り組む組織とリーダーの存在が不可欠であり，女性の参画も重要である。すでに，京北には地域振興を目的とした「きょうと京北ふるさと公社」等の団体があり，こうした組織の農家を繋ぐ調整機能の一層の発揮が望まれる。
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～都市的農業地域（西京区大原野）における農産物販売戦略について～

１　趣旨・目的

　都市的農業地域（西京区大原野）を対象に，道の駅等での直売を含めた農産物の販売戦略について検討し，具体的な取組を提言することによって，地域の振興・活性化に資する。

２　大原野地域の農業の現状と課題

　１）現状

　　　・高齢化等による出荷農家の減少と後継者不足

　　　・市場出荷（JA出荷）が主流
　　　・農家の9割以上は兼業
　　　・主な生産品目　→　たけのこ，なす

　　　・洛西ニュータウン内で朝市開催
　２）課題

　　　・青壮年層におけるリーダー的農家の確保

　　　・定年退職後の就農者への栽培技術の継承

　　　・市場出荷以外の売り先の確保

　　　・農産加工品の生産体制強化

　３）強み

　　　・たけのこの産地
　　　・洛西ニュータウンに隣接
　　　・勝持寺，大原野神社，善峯寺などの観光資源
　　　・京都第2外環状道路（建設中）による交通の利便性

３　検討経過

　○平成23年12月2日 　第2回農業部会

・大原野農業地域現地視察

　　　・意見交換とワークショップ

　　　・話題提供

　　　　　「大原野地域の農業の課題等について」～地域の農業生産者の立場から～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都府指導農業士　齋藤治喜氏
大原野青年部会長　三浦元貴氏

　○平成24年1月27日 　第3回農業部会

　　　・話題提供

　　　　　「地域農業活性化の取組について」

　　　　　　　　　　　　　　　　京都大原土地改良区　理事長　宮﨑良三氏

　　　　　「地域資源を生かした観光の取組について」

　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　庵　代表取締役　梶浦秀樹氏

　　　・1，2回目のワークショップ結果の補足的意見交換と取りまとめ

４　検討結果

　ワークショップにより出された意見を「農業経営」「大原野ブランド」「生産者と消費者の連携」「農業イベント，観光との連携」「道の駅等直売所」の5つに区分けし，それぞれを「課題」と「提案」という形に取りまとめた（別紙参照）。

５　まとめ

　大原野の農業では，危機感を持って地域づくりに取り組む主体が不在であり，キーパーソンの掘り起こしと目標を共有する組織の立ち上げが望まれる。また，個々の農家がやる気を起こすためには，直売を通じて消費者の反応に直接触れることが，大きな刺激となり有効であると考える。ただ，道の駅等の直売所が整備された場合，出荷作物が偏らないよう栽培品目を増やすことや，女性の参画も得た加工品の開発などが必要になろう。
　農作物の需要拡大には，ブランド化による効果が大きいとされるが，大原野の場合，地域の特産である竹をイメージしたブランドづくりが有望かもしれない（例：かぐや姫ブランド）。道の駅など，人に来てもらえる施設があれば，ブランドのＰＲが可能になる。また大原野は，洛西ニュータウンに隣接しているため，その条件を生かして，ニュータウンの住民を対象にした直売所の開設や，市民農園の活用，農業イベントの開催，高齢者への宅配なども地域の農業振興に繋がるものと考えられる。農家の負担を軽減するため，消費者と連携した「市民直売所」なども考えられるのではないか。
　さらに大原野には，勝持寺や善峯寺などの著名な観光寺院等があり，販売戦略上こうした観光資源を生かさない手はない。ただ，多くの観光客を呼び込むためには，観光＋αが必要であり，道の駅等の直売所や地域の食材が賞味できるレストランなどは＋αに成り得るだろう。道の駅等ができることで，地域外の農産物の入荷が進むと，大原野の農業が衰退するのではないか，という生産者の声もあり，農家を対象にした優良先進地の視察等でコンセンサスを得ながら，地域が主体的に進めていく必要がある。
資　料　３
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